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１．名称及び住所並びに代表者の氏名 

名    称 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

住    所 茨城県那珂郡東海村大字舟石川７６５番地１ 

代表者の氏名 理事長 児玉 敏雄 

 

２．使用の目的 

 

  原子炉の名称 

 

 

                 目                    的 

 

 

ＪＲＲ－２ 

ＪＲＲ－３ 

ＪＲＲ－４ 

 

Ｆ Ｃ Ａ 

Ｔ Ｃ Ａ 

Ｎ Ｓ Ｒ Ｒ 

ＳＴＡＣＹ 

 

ＴＲＡＣＹ 

 

 

一般研究、材料照射、放射性同位元素の生産、開発研究及び医療照射 

一般研究、材料照射、放射性同位元素の生産、開発研究 

一般研究、開発研究、材料照射、教育訓練、放射性同位元素の生産及び 

医療照射 

臨界実験 

臨界実験、教育訓練 

主として原子炉の工学的安全性研究及び教育訓練 

原子炉施設及び核燃料サイクル施設に係る臨界基礎データの収集並びに 

教育訓練 

核燃料サイクル施設に係る臨界過渡現象データの収集 

 

 

    ただし、平和の目的に限る。 
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３．試験研究用等原子炉の型式、熱出力及び基数 

原子炉の名称 型 式 熱 出 力 基数 

ＪＲＲ－２ 濃縮ウラン重水減速重水冷却非均質型  10,000 kW １ 

ＪＲＲ－３ 低濃縮ウラン軽水減速冷却プール型  約    20 MW １ 

ＪＲＲ－４ 濃縮ウラン軽水減速冷却スイミングプール型  3,500 kW １ 

Ｆ Ｃ Ａ 濃縮ウラン・プルトニウム燃料水平二分割型  最大   2 kW １ 

Ｔ Ｃ Ａ 濃縮ウラン・プルトニウム燃料軽水減速型  200 W １ 

Ｎ Ｓ Ｒ Ｒ 濃縮ウラン燃料水素化ジルコニウム減速非均質

型原子炉（スイミングプール円環炉心定出力パ

ルス両用炉） 

定出力運転時 

パルス運転時 

単一パルス運転時 

 積分出力 

トランジェント棒 

再挿入開始時まで 

 熱出力 

台形パルス運転時 

 積分出力 

原子炉停止のための

トランジェント棒若

しくは調整棒の再挿

入開始時まで、又は 

定出力運転モードへ

の切替えまで 

 熱出力 

合成パルス運転時 

積分出力 

原子炉停止のための

トランジェント棒若

しくは調整棒の再挿

入開始時まで、又は 

定出力運転モードへ

の切替えまで 

 熱出力 

（調整棒による運転時） 

300 

 

 

最大 130 

 

 

23,000 

 

最大 110 

 

 

 

 

 

 

10 

 

最大 110 

 

 

 

 

 

 

23,000 

10 

kW 
 

 

MW･s 

 

 

MW 

 

MW･s 

 

 

 

 

 

 

MW 

 

MW･s 

 

 

 

 

 

 

MW 

MW 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＴＡＣＹ 濃縮ウラン燃料軽水減速型  200 W １ 

ＴＲＡＣＹ ウラン溶液燃料タンク型 

 （定出力・過渡出力両用型） 

定出力運転時 

過渡出力運転時 

10 

5,000 

kW 

MW 

１ 

合          計 ８ 
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第２図 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構原子力科学研究所の全体配置図 

CO999511
長方形
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６．試験研究用等原子炉施設の工事計画 

 

 ＳＴＡＣＹ施設 

 

平成（年度） 

 

項 目 

29 30 31 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｙ
施
設 

既存設備 

分離 

            

原子炉本体及び 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱ 

            

棒状燃料 

            

原子炉建家耐震改修 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事、検査 

製作、検査 

製作、検査 

工事、検査 
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原子炉の名称 種 類 年間予定使用量 備 考 

ＳＴＡＣＹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棒状燃料 

・ウラン棒状燃料 

二酸化ウラン 

２３５Ｕ濃縮度 

約４wt％ 

約５wt％ 

約６wt％ 

約７wt％ 

約10wt％ 

・中性子毒物添加棒状燃料 

二酸化ウラン 

２３５Ｕ濃縮度 

約７wt％（中性子毒物を含

む。） 

その他の燃料（貯蔵に係る取扱い

のみ。） 

・ウラン溶液燃料 

ウラン硝酸水溶液 

２３５Ｕ濃縮度 

約６、約10wt％ 

・ウラン・プルトニウム混合酸化

物粉末燃料 

プルトニウム 

２４０Pu同位体比 

５wt％以上25wt％以下 

劣化ウラン 

・ウラン酸化物燃料 

二酸化ウラン 

２３５Ｕ濃縮度 

約1.5wt％ 

・ウラン黒鉛混合燃料 

コンパクト型 

２３５Ｕ濃縮度 

約２～６wt％ 

ディスク型 

２３５Ｕ濃縮度 

約 20wt％ 

 

 

 

 

０kgＵ 

約 1040.0 kgＵ（1300本） 

０ kgＵ 

０ kgＵ 

０ kgＵ 

 

 

 

０ kgＵ 

 

 

 

 

 

 

０ kgＵ 

 

 

 

 

０ kgPu 

０ kgＵ 

 

 

 

０ kgＵ 

 

 

 

０ kgＵ 

 

 

０ kgＵ 

 

本装置は、臨界実験装置であ

るので、燃料消費はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＴＡＣＹの炉心タンクには

装荷しない。各核燃料物質の

貯蔵許可量は以下のとおり。 

 

 

800 kgＵ 

 

 

 

 

60 kgPu 

180 kgＵ 

 

 

 

92 kgＵ 

 

 

 

260 kgＵ 

 

 

67 kgＵ 

ＴＲＡＣＹ 

・ウラン硝酸水溶液 
235Ｕ濃縮度 

約 10wt％ 

Ｕ濃度 

500gＵ／ｌ以下 

濃縮ウラン 

（235Ｕ濃縮度約 10wt％） 

････約 250kgＵ 
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７．試験研究用等原子炉に燃料として使用する核燃料物質の種類及びその年間予定使用量
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８．使用済燃料の処分の方法 

施設名 処分の方法 

ＪＲＲ－２ 

使用済燃料は、我が国が原子力の平和利用に関する協力のための協定を締結し

ている国の再処理事業者である英国の British Nuclear Fuels Ltd. 又は米国の

エネルギー省に委託して再処理を行う。濃縮ウランは当研究所で引き取るが、プ

ルトニウムは回収しない。 

破損燃料等で再処理できないものは、当研究所の廃棄物処理施設に保管廃棄す

る。 

ＪＲＲ－３ 

使用済燃料である金属天然ウラン燃料及び二酸化ウラン燃料については、国内

又は我が国と原子力の平和利用に関する協力のための協定を締結している国の再

処理事業者に委託して再処理を行うまで、本施設の核燃料物質貯蔵施設において

貯蔵する。 

ウラン・アルミニウム分散型合金燃料及びウランシリコンアルミニウム分散型

合金燃料の使用済燃料については、我が国が原子力の平和利用に関する協力のた

めの協定を締結している国である米国のエネルギー省に引き渡す。 

ＪＲＲ－４ 
使用済燃料は、我が国が原子力の平和利用に関する協力のための協定を締結し

ている国である米国のエネルギー省に引き渡す。 

Ｆ Ｃ Ａ 

使用済みの235Ｕ濃縮度20％ウラン燃料、天然ウラン燃料及び劣化ウラン燃

料は、本施設の核燃料物質貯蔵施設において貯蔵する。 

使用済みの 235Ｕ濃縮度 93％ウラン燃料及びプルトニウム燃料は、我が国が

原子力の平和利用に関する協力のための協定を締結している国である米国の

エネルギー省に引き渡す。 

Ｔ Ｃ Ａ  使用済燃料は、本施設の核燃料物質貯蔵施設において貯蔵する。 

Ｎ Ｓ Ｒ Ｒ 使用済燃料は、本施設の核燃料物質貯蔵施設において貯蔵する。 

ＳＴＡＣＹ 

使用済燃料（ＶＨＴＲＣ＊から引き渡された使用済燃料を含む。）は、国内又は我

が国と原子力の平和利用に関する協力のための協定を締結している国の組織に再処

理を委託又は引取りを依頼して引き渡す。引渡しまでの間は、ＳＴＡＣＹ施設の核

燃料物質貯蔵施設において貯蔵する。 

ＴＲＡＣＹ 使用済燃料は、ＳＴＡＣＹ施設に移管し、ＳＴＡＣＹ固有の燃料として処分する。 

* 平成22年６月30日付け廃止措置終了確認 
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第3.1-2図 ＳＴＡＣＹ概要説明図 
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第3.4-1図 棒状燃料説明図 
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第3.4-2図(1) ＳＴＡＣＹ炉心タンク概要説明図（基本構造†） 

†ＳＴＡＣＹは実験計画に応じて炉心構成を変更するため、本図に示す構成は一例である。 
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第3.4-2図(3) ＳＴＡＣＹ炉心タンク概要説明図（格子板†） 

†ＳＴＡＣＹは実験計画に応じて異なる格子板を製作するため、本図に示すパターンは一例である。 
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第6.1-1図 固定吸収体及び構造材模擬体概要説明図† 

†ＳＴＡＣＹは実験計画に応じて炉心構成を変更するため、本図に示す構成は一例である。 
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第6.1-3図 燃料試料挿入管概要説明図 
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